
令和８年８月３１日 

 

保護者の皆様 

千葉市教育委員会 

 

 

気象警報等発表時の登校について（お願い） 

 

保護者の皆様には、日頃より本市の教育活動にご理解とご協力を賜り、お礼申し上げます。

また、先日の千葉豪雨で被災された方には心よりお見舞い申し上げます。 

さて、本市では、近年の気象情報の予測精度向上により、台風等の接近に伴う影響について

前日から一定の見通しを立てることが可能となっていることや、保護者及び学校が計画的に対

応できるようにする観点から、令和８年９月１日より新たに前日の休業判断基準を設けるなど

気象警報時の登校について一部対応を変更いたします。 

これまで、当日 7時を休業判断の基準としていましたが、前日の休業判断基準を設けること

で学校がより早い段階で判断し、保護者の皆様にお伝えすることで保護者の皆様が見通しを持

ちやすくするようにしました。 

さらに、市内で可能な限り統一した対応が図られるよう、市として判断基準の整理・明確化

を行いました。「児童生徒の安全性の確保」「児童生徒の学習保障」「保護者の働き方への配

慮」「早めに見通しがつく仕組み」の４つを基本方針とし、気象状況や通学路の安全を十分に

確認した上で、学校が安全に教育活動を実施できると判断される場合には児童生徒の受け入れ

を行い、可能な限り学校を開けるという考え方に基づいて対応してまいります。 

なお、千葉市は市域が広く、同じ市内であっても地域によって風雨や道路状況などの災害の

影響が大きく異なる場合があります。こうした過去の災害時の状況を踏まえ、本市では、市内

統一の休業判断基準に該当しない場合でも、各学校区の実情や地域の状況を踏まえ、校長が休

業を判断できることとしています。 

保護者の皆様におかれましては、このような本市の対応の趣旨についてご理解いただき、共

通認識のもとでご協力いただければ幸いです。 

つきましては、本市における気象警報等発表時の対応を別紙のとおりとしますので、ご確認

いただきますようお願いいたします。 

≪問い合わせ先≫ 

学事課  

電話 ２４５―５９２８ 



 

 

 

令和８年９月１日より施行 

 

４つの基本方針に則り、「学校が安全であれば受け入れる」「可能な限り学校を開ける」という考えに基づいた対応をします。 

 

 

 

◎児童生徒の生命・身体の安全を最優先に判断します。        ◎教育活動の継続を基本とし、学びの機会の確保に努めます。 

◎保護者が安心して就労できるよう、学校運営に配慮します。    ◎事前に準備できるよう、できる限り早く対応方針をお知らせします。 

 

 

※印：防災気象情報等について、時系列情報や警報等は、「気象庁サイト(大雨・台風)」でご確認ください。また、避難情報は、「千 

葉市防災ポータルサイト」でご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１）一斉休業 （２）対象地域のみ休業 

前

日 

前日午前 11 時時点で 千葉市に  
①②のいずれか示されている場合 
①気象庁※の時系列情報(明日までの警報等の見通し) 
 における翌日の 6:00-15:00 の時間帯に、最大風速(陸 

上)が警戒(赤色)以上が示されている。 
②気象庁の時系列情報(明日までの警報等の見通し)に 

おける翌日の 6:00-15:00 の時間帯に、大雨、土砂災 
害、高潮、雪が危険(紫色)以上が示されている。 

前日午前 11 時時点で 千葉市に 
以下が示されている場合 
〇千葉市防災ポータルサイト※の避難情報（避 
 難指示、高齢者等避難)が発令中で、翌日の 

6:00-15:00 まで継続する見込みの場合、 
避難対象地域内に学区が含まれる学校 

当

日 

当日午前７時時点で 千葉市に  
①②③のいずれか示されている場合 
①暴風、暴風雪の警報が発表中 
②暴風、暴風雪、大雪の特別警報が発表中 
③大雨、土砂災害、高潮に関するレベル４危険警報、 

レベル５特別警報が発表中 

当日午前７時時点で 千葉市に  
以下が示されている場合 
〇千葉市防災ポータルサイト※の避難情報（避 
 難指示、高齢者等避難)が発令、継続中の場 

合、避難対象地域内に学区が含まれる学校 

気象警報等発表時の登校について（市立小学校） 

千 葉 市 の 基 本 的 な 方 針 

児童生徒の 
安全性の確保 

 

保護者の働き方 
への配慮 

児童生徒の 
学習保障 

早めに見通しが 
つく仕組み 

千 葉 市  休 業 判 断 の 原 則 

≪子どもたちの安全確保のために≫ 
 

☑大雨浸水・暴風・大雪等の非常変災時の登校には、思わぬ危険があります。危険箇所や持ち物について配慮 

していただくとともに、無理して登校させないようにしてください。 

☑警報・注意報が解除され、風や雨がおさまった後でも、通学路に危険がないかどうかを確認して登校させて 

ください。 

☑大雨浸水・暴風・大雪等の際に、遅刻・早退する場合には、学校(学級担任)に必ず学校・家庭間連絡システム 

「すぐーる」で連絡をしてください。 

≪注意・確認事項≫ 
 

     「臨時休業」になった日の給食は休止となります。非常変災による給食休止の場合、給食費の返金はでき
ません。 

     「対象地域のみ休業」とする場合は、原則、中学校区で揃えますが、発達段階に応じ、小・中学校で対応が 

異なることもあります。どのような対応になるのか、事前に各学校より連絡がありますので、ご確認くだ 

さい。 

     「暴風警報」「暴風雪警報」「特別警報」以外の大雪等の警報発表時においては、保護者の判断で登校させ 
てください。保護者の判断で登校を見合わせた場合は、欠席や遅刻とはなりません。どのような教育活 
動を行うのか、各学校からの連絡でご確認ください。 

     登校後に「暴風警報」「暴風特別警報」「大雨、土砂災害、高潮に関するレベル４危険警報」が発表された場 

合は、下校時刻を変更し、保護者引き渡しにより下校させる場合があります。その際は、保護者の方の 

迎えがあるまでは、学校で待機させます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪保護者引き渡しの連絡があった場合の留意点≫ 
 
☑保護者は、学校・家庭間連絡システム「すぐーる」等による学校からの連絡を確認し、お子様を引き取りに 
来てください。保護者がお見えになるまで、お子様は学校でお預かりします。 

☑保護者の代理の方が引き取る場合は、必ず保護者が学校へ連絡してください。連絡がない場合には、引 
き渡しができない場合もあります。 

≪早い段階で見通しを持てるようにするために≫ 
 
台風最接近１日前 

・「一斉休業」又は「対象地域のみ休業」の場合、おおよそ 13時から 16時までに学校から家庭へすぐーる 

配信があります。 

 ・「臨時休業になるのか、登校になるのかの判断について」「学習保障について」等の連絡があります。 

 

・17時以降、状況に変更があった場合、改めて、学校より家庭へすぐーる配信します。 

 

台風当日の朝７時まで 

・前日に臨時休業の判断をしなかった学校は、７時までに登校となるかどうかの最終判断を家庭へすぐー 

る配信をします。 

 

台風当日の下校前まで 

・当日に登校の判断をした学校は、下校時刻の変更や引き渡し等が必要になった場合も、家庭へすぐーる 

配信をします。 



警戒レベルに対応した気象警報・注意報 

その他の気象警報・注意報 

 

気象庁サイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市防災ポータルサイト 

 

 

 

 

資料 
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